















































宮廷バレエの名手であったし、フリートリヒ大王（Friedrich der Gro e,１７１２―１７８６、在位１７４０―
―１５８―
１７８６）やルードルフ大公（Rudolf Johannes Joseph Rainer, Erzherzog von Österreich,１７８８―１８３１）
に至っては音楽史にも名を残す優れた奏者であり、演奏だけでなく作曲も行い、今でもその曲を
聴くことができるほどである。フリートリヒ大王は当代切っての名フルート奏者クヴァンツ（Jo-
hann Joachim Quantz,１６９７―１７７３）にフルートを習い、C.P.E. バッハ（Carl Philipp Emanuel Bach,
１７１４―１７８８）をチェンバロ伴奏者として、しばしば演奏を披露した。ルードルフ大公は、ベートー
































例えば大バッハ（Johann Sebastian Bach, １６８５―１７５０）に代表されるバロックの時代には、モダ
ン・フルートとは異なるトラヴェルソと呼ばれるフルートが使われていた。すなわち、フルート
は時代と共に変遷を重ねてきたのである。モダン・フルートの最低音は C（もしくは半音低い H）

























































































































Rick Wilson’s Historical Flutes Page（http : //www.oldflutes.com/index.htm）
バロック木管図書館（http : //woodwind.at.webry.info/）の中の http : //woodwind.at.webry.info/２０１２０９/
article_２.htmlも参照。
リチャード・ポッターについては、
Antique and Handmade Flutes by David and Nina Shorey（http : //www.antiqueflutes.com/index.php）
の中の http : //www.antiqueflutes.com/product.php?id＝８２３もしくは http : //www.antiqueflutes.com/
product.php?id＝９６２を参照のこと。
（１３）ルーダル・カルテの木製フルートは、長い間フィルハーモニア管弦楽団の主席フルート奏者を務めた
モリス（Gareth Morris,１９２０―２００７）が愛用していたことで知られている。
（１４）従って、例えばバロック時代のフルート作品を、トラヴェルソではなく、木製のモダン・フルートで
吹いても、その作品を十全に表現できるわけではない。
（１５）筆者は学校の音楽教育でアルト・リコーダーを吹いたことはなかったので、初めてアルト・リコーダー
を手にしたとき、小学校で盛んに吹いていたソプラノ・リコーダーと比べて、穴と穴の間隔がかなり
広くて吹くのに慣れを必要とした。初めてポッターのフルートを手にしたとき、穴と穴の間隔が広か
ったために、そのときのことを思い出した。
―１６３―
参考資料
【筆者所有のリチャード・ポッターによる６鍵式クラシカル・フルート（写真は竹内）である。写真一番上
が右手管と足部管を接続したもので、写真真ん中は左手管である。写真一番下が頭部菅で、右側三分の一ぐ
らいのところで内径が見えているが、右の樽状の管がピッチを変更させるために抜き差しのできるチューニ
ング・スライドである。なお写真一番上の両端と一番下の右端に白っぽいリング状のものが見えるが、これ
が象牙である。】
【同上。４管をつなげたものである。】
―１６４―
